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論文内容の要旨
いる。
本論文は，テレビ選局装置の全電子化に関する研究の成果をまとめたもので， 5 章から構成されて
第 1 章では，緒論として，本研究の必要性，目的，範囲を述べ，テレビ受像機技術における本研究
の意義を明らかにしている。
第 2 章では，本研究テーマに関連する歴史を概説するとともに，本研究の主要成果を論じるに先立
って，著者がわが国では先進的立場で行なった，パラクタダイオードを同調素子とするパラクタチュー
ナの開発結果を報告している。
第 3 章では，本研究の主要成果の 1 つである論理回路によるテレビ受像機の全電子式選局方式にっ
て述べている。著者は，民生機器用としてほとんど注目されていなかったディジタル IC を始めて積
極的にテレピ受像に導入し，機械式制御機構がもっ問題点を解決する有力な手段としている。その結
果，テレビ選局装置は，パラクタチューナによるチューナ本体の電子化の段階から一段と電子化が進
められた。この章では，この方式の構成の説明に引続き，理論回路の設計，集積回路の試験結果，プ
リセット電圧の温度特性を考慮した設計基準，テレビ受像機ヘ実装するための具体的問題とその解析
法，および本方式のキーボート選局や CATV への応用について記述している。
第 4 章では，第 3 章で述べた選局装置をさらに進歩させたものとしてサーチ同調系をとりあげ，そ
の設計法について論じている。サ一手同調系は，パラクタチューナの制御に応用して種々の特長を有
するが，従来その明確な設計基準が与えられていなかった。本論文では，この系が電圧制御発振器の
発振周波数の変化率に等しい速度で変化する定速度掃引入力周波数によって制御された， 2 次の帰還
?
ループを用いた同調系であることに着目し，従来知られている 2 次系の諸パラメータと，サーチ同調
系の設計パラメータを関連させて論じ，従来のサーチ同調系に比べて，はるかに明確な設計基準を与
えている。さらに，設計例と実験例を対照し，実験結果が与えられた設計パラメータとよく一致して
いることを検証して，この系を用いて設計基準の妥当性を明らかにしている。また，この系を用いて
効果があると考えられる段階状周波数掃引による選局装置についても述べている。
第 5 章では，結論として本研究で得られた主な成果を総括している。
論文の審査結果の要旨
本論文は，放送波受信機ことにテレビ受像機において工学的に最も問題となっていた自動選局方式
をとりあげ，いくつかの方式の提案とその解析を行ない，世界にさきがけて優れた自動選局方式の開
発に成功している。
すなわち，まずプリセット方式の全電子式選局装置を提案し，その実現に伴なう種々の工学的問題
を解明し，実用的な方式として完成している。続いて，これをさらに進歩させて完全自動向調方式と
して，サーチ同調系をとりあげ，従来知られていなかった系の設計基準を解析的に明らかにし，さら
に，階段状周波数掃引による新しい完全自動選局方式を完成している。
以上のように，本論文は，電子・通信工学の進歩に貢献するところが大きし」よって博士論文とし
て価値あるものと認める。
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